
      戸田市立新曽小学校・戸田市立戸田東小学校・戸田市立美女木小学校「ことばの教室」  

                                 ６月号 令和６年６月１日発行 

           聴覚障害（難聴）と支援 

聴覚障害には、伝音難聴、感音難聴、混合難聴(伝音難聴と感音難聴が２つ合わさっ

た難聴)の３つの種類があります。 

先天性と後天性があります。後天性では、突発性難聴やウイルス感染、事故や 

加齢によるものなどがあります。難聴はだれにでも起こりうるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
それぞれ聞こえにくさの特徴に違いがありますが、周りの人ができる支援について 

いくつか紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

何度か聞き返したときの他者のイラっとした反応が記憶に残り、“聞き取れなく

ても、聞こえたふりをしてしまう”と話してくれた難聴のお子さんがいました。 

「聞き返しあえる関係づくり」と、身振りや指差しなど周りのちょっとした伝え

方の工夫の大切さを教えてもらった出来事でした。 

誰でもなりうる難聴を自分事として捉え、自分にできる伝え方の工夫を続けてい

きたいと思いました。 

○顔を見て、口をはっきり開けて、少しだけゆっくりと、自然な声で話しましょう。 

口の形が話している内容のヒントになります。また必要以上に大きな声やゆっくりした 

話し方は逆に聞きにくくなります。 

 

○話をするときは、身振りや指さしなども活用しましょう。 

 

○はじめに呼びかけるとき、何かを一斉に始める時など、 

合図をしましょう。 

 

○お互いに聞き返しあえる関係づくりをめざしましょう。 

 

 

 

※参考資料：埼玉県教育委員会 特別支援教育課「聴覚障害のある子どもの支援のために」 

URL: shiryou.pdf (saitama.lg.jp) 
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https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/27021/shiryou.pdf


★★ 児童が書いた内容を紹介します ★★ 

          

「ことばの教室」では、A４ファイルの連絡帳を活用し、児童、保護者、担

任の先生、ことばの教室の担当者がそれぞれ、クラスや家庭でのこと、思っ

たことなど、自由に書いています。また授業の始めに読ませていただき、自

由会話の中で活用しています。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ことばの教室」連絡帳 


